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１．概要（Summary） 

細胞の力学特性は細胞の生理的状態（正常か，ウイル

スなどに感染しているか）に依存して変化を示すことが知

られている．そこで本研究では細胞力学特性の計測によ

る医療診断技術の基盤技術として，多数細胞の弾性率同

時測定を目指し，微小流路 MEMS デバイスの開発を行

った．入口から出口にかけて徐々に幅の狭くなる縮流路

内で細胞が静止する位置は，各細胞の弾性率によって異

なると考えられるため，縮流路における細胞の変形量(す
なわち移動距離)を測定することで各細胞の有する弾性

率を評価した．本微小流路デバイスは計 16 本の縮流路

を有し，16 個の細胞の力学特性を同時に評価することが

可能となる．実験によって，縮流路内に補足された細胞の

弾性率 3.85 kPa が得られた． 
 

２．実験（Experimental） 
【利用した主な装置】 

レーザー描画装置，スピンコーター，マスクアライナー 
【実験方法】 
微小流路デバイスの作製について概要を簡潔に述べ

る．クロム膜が形成されたマスクブランクにポジ型感光性

材料をスピンコートにより塗布し，レーザー描画装置を用

いてパターンの描画を行いフォトマスクの作製を行った．

シリコンウエハ上に感光性材料であるSU-8をスピンコート

によって 30 µm 厚で塗布し，前述のフォトマスクを用いて

マスクアライナーによる露光を行い，現像後，ハードベー

クを行った．続いて，PDMS に微小構造を転写した．最

後に PDMS 層とスライドガラスをプラズマ処理によって接

着させデバイスを完成させた． 
細胞の弾性率推定実験にはウシ中手指関節から採取

した軟骨細胞を用いた．細胞流入口には細胞懸濁液，流

体流入口には培地，そして流出口にはシリンジポンプを

接続し，デバイス内に細胞懸濁液および培地を流入させ

た．細胞測定部を顕微鏡によって観察し，測定部縮流路

に補足された細胞形状を記録し，数値計算を用いて計上

からヤング率を算出した． 
３．結果と考察（Results and Discussion） 
 作製した PDMS デバイスの測定部を拡大した顕微鏡写

真を Fig. 1(a)に，テーパ状流路に補足された細胞の顕微

鏡画像を Fig. 1(b)にそれぞれ示す．Fig. 1(b) に見られ

るように，細胞によって補足位置が異なる様子が確認され

た．数値解析の結果，右の細胞のヤング率は 3.85 kPa と

推定された． 
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Fig. 1  (a) Microscopic image of tapered 
microchannels and (b) cells trapped in 
microchannels. 


